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唐における新羅の｢宿衛｣と｢賓貢｣
厳　　基　珠
1.はじめに
2004年発見の報道があった｢井真成墓誌｣は,様々な点で話題となっ
た｡彼は717年の遣唐使の一行として唐に渡って開元22年(734)亡くなっ
た留学生ではないかと推測されており,彼と関連して当時の遣唐使および
ド
遣唐留学生についての報告書も発行された｡本稿は,その頃の朝鮮半島の
2)
動きについてより詳しく考察したものである｡
668年,新羅による半島統一まで,朝鮮半島は新羅･高句麗･百済に分
かれていた｡ 『資治通鑑』などによれば中国との最初の接触は,百済が387
午,高句麗は521年である｡新羅と中国の関係は百済や高句麗を通した間
接的なものであったようで, 『三国史記』によれば法輿王15年(528)に梁
より使臣が訪れたのが中国との初めての直接接触である｡しかし中国の影
響が見え始めるのはそれより早く,智証王4年(503),国号の表記として
使ってきた斯羅･斯慮･新羅の中から｢新羅｣を選び,王の称号を｢麻立
干｣から｢国王｣と改める頃からであろう｡統一新羅以前までに新羅から
唐に送った遣使は26回,唐から新羅に送った遣使は16回で,高句麗から
磨-の7回,百済から唐への8回に比べて歴然とした差があることがわか
3)
る｡このような関係は,統一新羅になるとさらに進み,記録によれば新羅
はほぼ毎年,多いときは年に3回も唐に使節を送っている｡また新羅から
唐に渡った人としては使節以外にも留学生,留学僧等もいた｡
本稿では当時の新羅の留学生について注目したい｡それについての比較
的詳しい資料としては,高麗人の程漆(1287-1340)の文集『拙藁千百』巻
二｢送奉便李中父還朝序｣にある, 9世紀ごろに唐へ｢留学｣し,唐の｢賓
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貢進士｣になった人々についての記録がほぼ唯1-のものである｡それ以前
の断片的な記録としては,新羅の王が唐に子弟を送り,国学-の入学を要
請したことが『三国史記』巻五｢善徳王｣ 9年(641)にある｡その時期,
唐の太宗が学校の施設を拡充し,大々的に学者を集め,学問を奨励したよ
5(
うで,高句麗･百済･高昌･吐番も人を送って勉強させたという｡善徳王
以後は｢宿衛｣という名で王族を送り続けた記録が散見される｡また,文
武王15年(675),哀荘王1年(800)には, ｢宿衛学生｣という名称も登場す
るが,多分王族ではない人の｢宿衛｣を意味するようである｡つまり,釈
羅から唐への留学生にはまず｢宿衛｣, ｢宿衛学生｣という形があったこと
が分かる｡さらに,それ以外の留学生も多かったようである｡留学生とし
て名前が伝わっているのは金雲郷,襟致遠,襟承柘,朴仁範など唐の科挙
に合格し｢賓貢進士｣になった人たちばかりではあるが,その数が決して
少なくなかったことから当時の留学生の規模が推測できる｡同時に,彼ら
が残している詩や記録からは彼らが求めていたことや彼らにまつわる様々
なことがうかがえる｡本稿では｢宿衛｣, ｢賓貢｣または｢賓貢進士｣につ
いて,それに該当する人物を併せて当時の状況のを試みる｡
2.新羅における唐への｢宿衛｣と金仁間(629-694)
｢宿衛｣というのは,宮殿で宿直をし,皇帝を護衛する親衛兵のことで
あり,周時代には士大夫が,漢時代には宗室がその職務を担当した｡唐代
になり周辺諸国の王族たちもそれに加わる｡周辺諸国から唐に｢宿衛｣の
要望があると,唐はそれを受諾し,官爵や物品を与えた記録が多数ある｡
つまり, ｢宿衛を要望する｣というのは周辺国が唐の権威を認めることを
意味し,唐はそれに対して宗主国としてふさわしい対応をしているのであ
る｡ ｢宿衛｣をする国の側から言えば,唐に対して敵対意思のないことが
表明できると同時に, ｢宿衛｣という一種の留学により唐の文化の摂取が
できる利点があった｡一一万,唐の側から言えば, ｢宿衛｣というのは,局
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辺諸国の王族から送られた政治的な人質をとることを意味していたと思わ
れる｡
『三国史記』には,朝鮮半島の三国の中では新羅だけが唐の宿衛をして
いた記録が残っている｡結論的な話になるが,新羅は｢宿衛をする｣こと
を,唐の力を借りた半島統一を念頭においた赦密な外交政策の一環として
積極的に利用していたと考えられる｡
｢宿衛｣に関する新羅の記録は,金春秋(文烈王)が,唐太宗に自分の7
i)
人の王子を｢宿衛｣させてくれるよう要請したものが最初である｡以後新
羅は,景文王10年(970)まで断続的ではあるが王族を宿衛として送ってい
る｡その中でも武烈王の次男である金仁間の｢宿衛｣は特別な意味があっ
たように思われる｡
半島の三国統一は金春秋の家門によって達成される｡金仁間は,武烈主
金春秋の二男で半島統一を成した文武王の弟で,新羅が三国を統一する際
に重要な役割を果たした人物である｡ 『三国史記』巻四十四には｢列伝金
仁間伝｣があるが,それ以外にも｢太宗王｣条･｢文武王｣条などの記事
Ii ㌔
に彼の足跡が残っている｡彼は7回も唐に渡ったと言われている｡最初唐
丁､
に渡ったのは真徳王5年(651), 23歳の時で,唐で｢楕衛｣をする｡唐高
宗は彼を左領軍衛賂軍に任ずる｡ 2年後である653年,帰国し押督州の捜
管になるが,援兵の要請のため655年再び入唐したのではないかと推定し
ている｡ 660年には唐の蘇定方が軍隊を連れて百済を滅ぼすのに助力す
る｡この時,彼は蘇定方とともに神丘遺副大根管として唐軍の指揮もす
る｡百済の残存勢力は日本に助けを求め, 663年白村江戦闘を起こすが,
金仁間も加わった羅唐連合軍によって敗れてしまう｡
百済陥落の後の660年7月,蘇定方などと一緒に金仁間も入唐し,以前
のように宿衛として唐に留まる｡ 661年唐の高宗が高句麗を征伐する意志
を持ち,彼を通して文武王に協力を求める｡金仁間は新羅に帰国し,兵を
集めて時を待つ｡やがて唐の蘇定万が高句麗に進撃するが,なかなか勝負
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がつかず唐軍は平壌城を囲んだまま兵程が足りなくなる｡そこに金仁間が
兵糧を運び,功績が認められ,唐の高宗から官職と食呂をもらう｡ 662年
7月, 665年8月にも金仁問は謝恩使として,泰山祭紀に参与する使臣と
して入唐したらしい｡ 668年,高宗は再び高句麗を征伐しようとし,金仁
間を帰国させ兵を集めさせる｡それに従って20万の兵を動員し,唐軍と
平壌を攻撃し陥落させ,半島には新羅だけが残ることになる｡文武王も唐
の高宗も金仁間の戦功を高く評価し,特に高宗は爵位と食邑二千号を与え
たという｡
つまり, 1回だけではなく何回も唐に渡り,唐の｢宿衛｣をすることに
よって唐の朝廷に密着できた金仁間の外交および軍事的な手腕により,新
羅は唐の力を借りることができ,半島統一という宿願を果たしたとも言え
るのである｡しかし,百済征伐以降表面化した羅唐同盟の摩擦がだんだん
激しくなる｡それと関連して文武王11年(671)醇仁貴が文武王に送った
｢帝仁貴書｣が非常に有名である｡その中で, ｢兄為逆首,弟作忠臣,逮
柴E
分花等之陰,空照相思之月--･｣云々と述べ文武王と金仁間を比べている
部分は何より明確に当時の状況を表している｡やがて文武王13年(673),
唐の高宗が文武王の新羅王としての資格を剥奪し,代わりに金仁間を新羅
に帰国させ文武王の代わりになることを命じ,新羅征伐軍を組織して新羅
を攻撃するまでに至る｡文武王は慌てて高宗に謝罪使を派遣し,朝貢す
る｡高宗は謝罪を受け入れ,文武王の官爵を回復する｡この時,金仁間は
唐へ戻るほかなかった｡この事件で帰国できない立場になってしまった金
仁間はその後も引き続き中国に留まり, 694年4月,長安で死ぬのであ
る｡唐の中宗は彼の死を哀悼し官職を上げ,遺体を新羅に送った｡新羅の
孝昭王は金仁間に官職を太大角千に迫増し, 695年慶州の西原で葬儀をす
る｡
金仁間について問題にされてきたのは,彼が親唐派だったのか反唐派
だったのかである｡ 『三国遺事』巻二｢文虎王法敏｣条によると, 668年,
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唐の遊兵と諸将兵たちが留鋲に留まって,隙をみて新羅を倒そうとしたの
で,新羅の文武王が兵を発して彼らを攻撃したという｡これに対して唐高
宗が怒って, 669年使者を送って金仁間などを唐-呼び監獄に入れ,唐軍
50万で新羅を征伐しようとした｡その時留学のため唐に渡った義湘法師
が金仁間を訪ねたら金仁間がその情報を教えたので,義湘が新羅に帰って
り･
王に知らせ,国難の危機を免れたという｡これをもって金仁間を反唐派と
して判断したりする｡しかし,同書巻四の｢義湘伝教｣にも同じ内容の記
事が載っており,そこには金仁間ではなく金欽純になっている｡つまり,
新羅の金欽純と良園などが唐に渡り,監獄に入れられたとき高宗が新羅を
倒そうとしたので,欽純などが義湘に,早く帰国しその事実を新羅に知ら
卜Xe
せるように言う｡義湘は成亨元年庚午(670)に帰国し,国難を免れた｡注
記に｢一作仁間｣といい,金欽純ではなく金仁間となっている場合もある
1))
と記述しているが, 669年には金仁間は新羅にいたようで記事と事実が合
致しているとは言い難い｡一方,金欽純は669年5月謝罪使として唐の高
12)
宗を訪れ, 10月帰国した事実があるので,時期的には金欽純が正しいの
ではないかと思われる｡つまり, 『三国遺事』の記事だけで金仁間を反唐
的な人物と看倣すことはできないのである｡さらに彼についての唐高宗の
評価など様々な資料から判断すると,むしろ親唐的な人物ではなかったの
13)
かという研究もある｡
前述したように半島統一までの金仁間の活躍ぶりを見ると,少なくとも
彼が唐で親唐的な人物として振舞ったからこそ,可能であったのではない
かと思われる｡現在の時点で金仁間が親唐派か反唐派かの問題よりも,金
仁問が新羅時代は勿論その次の時代である高麗時代,朝鮮時代においてど
のように評価されてきたのかが大事ではなかろうか｡高麗時代に編纂され
た『三国遺事』(1281-1283?)は,そもそもそこに載っている事実をそのま
ま歴史的な事実として認めてもよいものかどうか疑わしい本で,事実より
むしろ編纂意識が問題になっている本である｡僧-然の編纂意識なのか,
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編纂された当時の人々の意識が反映されたものなのかは分からないが,
『三国遺事』に金仁間が反唐的人物として載っていることは間違いない｡
その理由は何だったのだろうか｡
確かに金仁間は674年以降一度も新羅に帰国しないまま唐で一生を終え
る｡金仁間の書は残っていないので当時の状況が分かりにくいが,少なく
とも文武王が674年のできごとを金仁間の反逆行為と看倣したか否かは疑
問である｡羅唐同盟の亀裂は,百済滅亡の後,唐が新羅に対してすでに滅
1ノl)
んだ百済の扶余隆との会盟を命令するが,それに新羅がすぐ従わなかった
ことから始まる｡つまり,唐は半島に新羅と百済を共存させようとした
が,新羅の方では半島統一の意識が高まり,文武王の対唐外交は百済征伐
直後から唐から離れ,新羅の利益を重んじたのである｡それによって新羅
軍と唐軍の衝突も頻繁にあったらしい｡しかし, 『三国史記』によると文
武王は相変わらず唐に使者を派遣している｡つまり,文武王の対唐外交は
強弱合わせたもので,文武王も金仁間がその間に挟まれ犠牲になったこと
に理解があったのではないかということである｡そのような可能性は,金
仁間が死んで遺体が唐から新羅に送られた時,文武王の孫である孝昭王が
彼に官職を追贈し葬儀をしたこと,現在も金仁間の墓が残っていることか
らうかがえる｡
また,朝鮮後期の歴史書である『東史綱目』巻四下によると,聖徳王
13年(714), ｢王子守忠を唐に送って宿衛をさせた｡金仁間の死後は宿衛し
ていなかったが,今回王子を送ったら帝が家と絹を与え朝堂で酒宴を開き
15)
寵愛した｣という｡この記述から新羅の王子が唐に渡って宿衛をするのは
望ましい慣例だったこと,金仁間が生きている間はその慣例が続いていた
ことが分かる｡その慣例の再開に唐の皇帝が喜んだという記述は,これで
唐と円満な関係になったという意味だと思われる｡この記述からは金仁間
の不在を惜しんでいる感情が読み取れる｡つまり,金仁間の生存時は新羅
と唐が,少なくとも表面的には円満な関係が維持できていたということ
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で,それはギクシヤクしながらも唐とは敵対関係になりたくなかった文武
王の一連の政策にも符合する｡金仁間を反唐派,つまり新羅のための人物
として記録した『三国遺事』の編纂意識は,以上のような微妙な新羅の外
交政策の延長線上にあるのではないかと思われる｡
唐が高句麗を攻めた,問題の674年前後の雰囲気が分かる資料は他にも
ある｡ 『三国史記』によれば,文武王15年(675)9月,帝仁貴が新羅の宿
衛学生である風訓を暫導とし,泉城を攻撃する｡新羅の将軍である文訓が
それに向かい戦い,唐兵1400人を斬り, 40の兵船を奪う｡それに醇仁貴
1(I.L
が逃げたので戦馬1000匹も得たという｡また, 16年(676),新羅の施得が
水軍を率い,所美里州の伎伐浦で帝仁貴に敗れるが,再び進んで戦い, 22
17)
戦を重ねた結果勝利し, 4000人の敵を斬ったという｡しかしながら高句麗
の賓減王4年(645), 17年(658), 18年(659), 27年(668)に帝仁貴が率いる
唐軍と高句麗軍の戦いでは, 18年(659)の戦い以外は帝仁貴の方が圧勝す
IH)
る｡特に668年のものは高句麗の滅亡に繋がる重大な戦いでもあった｡
『三国史記』に登場する醇仁貴は,高句麗との戦いでは圧勝する将軍だ
が,新羅軍との戦いでは敗北ばかりしているのである｡ところが, 『旧唐
書』 ｢醇仁貴伝｣によれば, 675･676年頃,醇仁貴は流配地である象州に
いJl
いたので新羅軍とは戟うことができなかったはずである｡ 『lH唐書』 ｢醇仁
貴伝｣によると帝仁貴は唐の高宗時代, 659年高句麗に侵入するが,横山
で高句麗の将軍温沙門に敗北し唐に帰る｡ 668年,羅唐連合によって高句
麗が滅んだ後,唐は平壌に安東都護府を設置し彼を検校安東都護にした｡
要するに醇仁貴は唐の東征計画の先鋒隊長だったが,負けたこともあるこ
とを中国の歴史書は認めているのである｡
程度の差はあるが『三国史記』も『三国遺事』と同様,事実であるかな
いかを問う以前に,編纂意識を考慮しなければならないと考える｡ 『三国
史記』の新羅関係の記述で重要なのは｢醇仁貴に勝った｣ということでは
なかろうか｡事実と違ったとしても昏仁貴でなければならなかった理由
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は,彼が唐の太宗が認める勇敢な将軍であり,高句麗軍と戦う時は圧勝し
究極的には高句麗を滅ぼした将軍だからであろう｡
中国では醇仁貴に関する故事として,歴史的な事実とは違った内容のも
のが宋元代から様々な形式で伝わっているようだ｡特に清代の｢醇仁貴征
東｣は,朝鮮にも伝わり, 『帝仁貴伝』というタイトルで翻訳され,筆写
本,木版本,活字本など近代直前まで伝えられたのである｡その内容は次
のようである｡豪族の息子として生まれた醇仁貴は幼い時から武芸に才能
があったが,早くに両親を亡くし財産もなくなり放浪する｡太宗の高句麗
征伐に従軍し,数回勝つが,彼の全ての功績は上官によって横取りされ
る｡やがて太宗が敵にさらわれると醇仁貴が救いだして太宗は醇仁貴の存
在を知るようになる｡太宗は彼を将軍にして東征を完成するという話であ
Z〔))
る｡
通俗演義小説の｢帝仁貴征東｣の醇仁貴はどのような戦いでも天下無敵
で,歴史的な事実とは違った展開を見せている｡歴史的な事実を扱いなが
らその事実を逆転させて物語を作ることはよくあるパターンで,韓国では
『壬辰録』がその例である｡歴史的な事実と違う展開を見せている醇仁貴
についての伝承物はとても多い｡
以上のような現状を見ると,帝仁貴は唐の東征野心の象徴のような存在
ではなかったのかと推測される｡つまり, 『三国史記』に帝仁貴が登場す
るはずのないところで帝仁貴が登場したのはそのような象徴的な意味を反
映している｡このことは『三国史記』(1145)を編纂した高麗時代には藤仁
貴で象徴される唐の東征が新羅によって阻止されたという事実がもっとも
重要なものとして扱われたということになる｡では,朝鮮時代に啓仁貴が
高句麗征伐に成功する物語が流行ったことはどう解釈すべきなのか｡今ま
での研究の中では,朝鮮時代には単に物語として楽しんだという解釈しか
ない｡この点については今後詳しい考察が必要だろう｡
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3.新羅留学生における｢棄貢進士｣と雀致遠(857-?)
前述したように新羅の留学生についての詳しい記録としては,高麗時代
に元の｢賓貢進士｣になった荏漆の｢送奉便李中父還朝序｣がほぼ唯一で
ある｡それによると新羅人として初めて｢賓貢｣に受かったのは長慶初年
(821)の金雲卿で,それ以降唐天祐末年(906または907)までに賓盲進士になっ
た新羅人は58人であり,その後,後唐(935または936)までの間にも32人が
あったという｡また, ｢貧富科｣というのは別試で,そこに及第するとそ
の名前を樺の末尾につけ,他の中国人と同じ扱いをしなかった｡与えられ
た官職も卑官や冗官が多く,官職を与えずそのまま帰国させた場合もあっ
21)
たという｡この資料に基づいて｢賓貢進士｣になった新羅人についてさら
に詳しく考証し, ｢唐代では科挙及第者が社会で非常に注目されていた｡
外国人留学生もこれに憧れて受験したが,しかしそのレベルは遠く中国人
に及ばなかった｡そこで唐朝政府は特別に賓貢科を設けて,これに対応し
た｡新羅人の長慶年間より五代までの合格者はおそらく百人近くいた｡他
22)
の諸国の学生にももちろん賓責科の合格者がいたが,少数だった｡｣と纏
めた研究がある｡
ところが,新羅人において唐-の留学や｢賓貢進士｣になることの意味
は何だったのだろうか｡程漆が述べたように100年余りの期間中90人の
及第者を出したとすれば,それ以外の受からなかった留学生はどのぐらい
いたのだろうか｡いくら外国人対象の別試だとしても｢賓貢科｣に受かる
ことは至難であったに違いない｡その難しさは当時留学していた人たちが
残している以下のような詩でも表れている｡次は,賓貢進士になったかど
うか定かではない荏匡裕の｢送郷人及第遠国｣である｡
仙桂濃香惹雪麻
一条帰路指天涯
高堂朝夕食調膳
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上国歓遊罷酔花
紅映寮楼波吐日
紫寵葱極帖横霞
同離故国君先去
独把空書寄遠家
一万, 876年,賓貢進士になった朴仁範の｢早秋書情｣である｡
古根花落調蝉鳴
却憶前年此日程
千緒旅愁因感起
幾茎霜髪為貧生
堪知折桂心還暢
直到達秋夢不驚
毎念受恩恩吏重
欲将酬徳覚身軽
この二本の詩だけでも当時｢賓貢進士｣になることについての憧れやそ
の試験に対する重圧感に押しつぶされている心境などがよく表れている｡
12:i)
当時新羅国内には厳しい身分制度である骨品制が存在し,特に能力のあ
る六頭品たちがそれに不満を持ち,唐への留学を求めたと思われる｡日本
と違って新羅から唐に渡る道のりがそれほど険難ではなかった地理的な条
件により,新羅の留学生の数はかなり多かったと想像される｡
そして,唐で｢賓貢進士｣になり,唐の官職に就いた人たちが新羅に帰
国した後,重用された可能性は高い｡実際,唐への留学をしたことによっ
24)
て反対者を退けて登用された事実もある｡程漆が述べたような唐のかなり
上級の官職に就いた例はそれほど見当たらないが,幾つかは記録が残って
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いる｡最初の合格者である金雲卿は宣慰副使･充亮州都督府司馬になった
25)
後,漕州長史になる｡また程致遠は漂水県尉に任命された後,承務郎侍御
26)                                                              27)
史内供奉になる｡そして,金文蔚は工部員外郎や折王府諮儀参軍になる｡
この中でも特に『桂苑筆耕』を残した荏致遠(857-?)は帰国後,翰林学士
守兵部侍郎知瑞書監になる｡嬢致遠は12歳(8697)の幼い歳で唐に渡り,
2H)
乾符元年(874)17または18歳の時,賓貢進士になる｡彼が留学に出発す
る際,父は彼に10年以内に科挙に合格できぬなら息子ではないと厳しく
!､卜
言い渡す｡
荏致遠についての記録,故事及び口碑説話等は多すぎて,どこからどこ
までが歴史的な事実なのか,彼の出生地一つにしても異見があるほどであ
る｡筆者は『三国史記』巻四十六｢荏致遠｣条と本人が書いた｢桂苑筆耕
序｣に載っている事実が実際の程致遠の一生に近いと考える｡しかし,確
かな文書が残っているにも拘らず,そうした事実と関連しながら発達して
きた故事及び口碑説話や物語からも,読み取れる事実があると考える｡
荏致遠は12歳の幼い歳で唐に渡り,乾符元年(874),賓貢科に及第す
る｡ここまでは彼と関連した故事及び口碑説話には必ず出る共通した話で
ある｡ここで注目したいのは12歳の少年を唐の留学に送り出すことがで
きるくらい唐への留学が一般化し,しかも唐までの道程も安定していたと
いうことである｡円仁の『入唐求法巡礼行記』によると円仁たちが唐に
渡ったのが838年で,遣唐使が日本に帰る際船に乗らず唐に残った円仁が
人の臼を避け山道を選んだとき新羅人に会い,赤Llt法花院に寄る｡赤山浦
30)
は張保皐の中国内の貿易活動の拠点だったという｡張保革は846年死ぬ
が,新羅人たちによる商業活動は発展を続けたと思われる｡ 894年,日本
が菅原道真の文書によって遣唐使派遣をlLめることになった表面的な理由
の一つに海路の厳しさが入っていたことを考えると対照的である｡
876年,程致遠は宣州の漂水県尉(従九品)になるが, 877年辞任し,悼
学宏詞科への応試準備をする｡しかし,経済的に苦しくなり諦める｡
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879年,やがて親友である顧雲の紹介で港南節度使の高餅の従事官にな
り高餅が黄巣の討伐に行ったとき彼の表文及び書啓などを代作する｡有名
な｢徴黄巣書｣もこの時のものである｡しかし,黄巣の乱の際,倍宗は高
餅に討賊を促したが高餅が赴く意のないことを知って,高餅に兼待中を加
増し,便務を停止させる｡それに対して高餅は顧雲の文書で強く抗議す
る｡彼は結局,政治的な絡みで887年,殺されてしまう｡程致遠が新羅に
31)
帰国するのは黄巣が殺され倍宗が長安に戻った884年(28歳?)だが,級
の帰国は高餅や顧雲が置かれた状況とも関係があるのではないかと思われ
る｡
彼は帰国後,それまでに書いた文章を『桂苑筆耕』 20冊にまとめ王に
捧げ官職に進む｡しかし,荏致遠の力量を発揮できる状況ではなかったら
しい｡彼は地方の太守を歴任するが,当時は新羅末期に当たる時期で,社
会は混乱状態だった｡ 『三国史記』巻十一｢真聖王｣条によると, 889年
には納税の督促が農民の蜂起に繋がり,新羅崩壊の局面に入ってしまう｡
894年,襟致遠が真聖女王に｢時務十余条｣を進め,真聖女王はそれを嘉
納し,彼の官等を上げるが, ｢時務十余条｣は実行されない｡やがて897
年真聖女王は孝恭王に譲位する｡その時の｢譲位表｣と｢謝嗣位表｣を荏
3Z)
致遠が撰するが,その後の彼の足蹟はない｡ 42歳ごろ官職から退いた後,
彼方此方を遣遥したあげく家族を連れ伽耶山海印寺に入ってしまったとい
う｡文章としては908年に書いた｢新羅寿昌郡護国城八角燈楼記｣が最後
である｡
荏致遠は高麗時代,朝鮮時代を通して多くの人々から称え続けられる｡
現在の研究が多いのも決して偶然ではない｡しかし,彼の後孫でもある荏
潔は,荏致遠が唐に行った時期は唐の末期にあたって彼方此方で戦争が起
こり,藩鋲で寄食していて憲秩を除授するが真職ではなかった,故国に
帰ったら国が混乱して結局復命ができなかったので,その勤労は凄まじい
33)
が,光栄はあまりなかったといい,割合冷静な評価をしている｡荏致遠に
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ついての説話は全国的に分布している｡内容もさまざまで,朝鮮時代に作
られたらしい小説も何種類かある｡その中で彼の出生と関連した故事を一
つ紹介する｡
或る目,突然荏致遠の母がさらわれ,荏致遠の父である荏沖が探すと日
岳嶺に岩があり,その岩の中に入るとそこには神仙の世界があった｡東側
に大きな家があり,入ると金豚が桂致遠の母の膝枕で寝ていた｡荏致遠の
母は夫が自分を救うために来たのを知り,金豚を殺す方法を見つけ金豚を
殺す｡家に帰って間もなく息子を産むが荏沖は金豚の息子だと思いその子
を捨てる｡しかし,仙女が降りて保護する｡その後家に連れかえりに両親
が引き返すとすでに子供がいなかった｡帰りに本を読む声が聞こえ,見る
と子供が海の中の高い岩の上で本を読んでいた｡そこに老人が現れ,その
子はもともと文昌星だが,しばらく人間の世界に降りたという｡そして,
その子は確かに笹神の息子であるだけでなく,例の豚は普通の豚ではない
.(IL
と言ったという話である｡ 『雀孤雲伝』という小説は,この話の続きに当
るもので,荏致遠は,或る丞相の娘の噂を聞いて上京し,その家の召使い
になるが,中国から送られた箱の秘密を当て丞相の婿になる｡ 12歳の時,
丞相の代わりに中国に行き,皇帝の謎々にも答え,実力をアピールする｡
科挙にも状元及第する｡黄巣の乱が起こり将軍に任命され文章で敵を破
る｡その後,大臣達の護によって島に流されるが,皇帝が呼び戻す｡龍で
橋を作って戻ったので皇帝がとがめると荏致遠が皇帝を叱り,皇帝が謝
る｡新羅に帰国した程致遠は白髪になった妻を少女に変え家族と一緒に伽
耶山に入り神仙になったという｡
ここで注目したいのは,まず荏致遠の父が程沖になっているところであ
る｡ ｢桂苑筆耕序｣によると程致遠の父は荏肩逸である｡裡肩逸について
は伝えられている話がない｡一方,荏沖はどのような人物なのか｡笹神は
984年から1068年まで生きていた高麗文人として様々な重要な官職に進
み優れた業績を残した｡書と書体が有名で海東孔子とも言われた人物であ
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る｡
｢桂苑筆耕序｣によると荏致遠は六頭品だったらしい｡六頭品が官職に
進むのは制限があったとか,それほど厳しい制限はなかったとか議論があ
るが,荏致遠が｢桂苑筆耕序｣で身分について記述したというのは,自分
の身分が出世するのに十分ではなかったという意味だと思われる｡崖致遠
についての説話を作った人々, 『程孤雲伝』の作者も同様に考えて,崖沖
を程致遠の父にして荏致遠の家系を補ったのだろう｡現実での願望を虚構
の中で実現させることは前述した中国での｢昏仁貴征東｣と同じ現象であ
る｡
次に紹介するのはまた別の説話で,散逸した『殊異伝』に収録されてい
たものが成任(1421-1484)の『太平通載』巻六十八に｢襟致遠伝｣という
タイトルで載り, 『大束韻府群玉』巻十五には｢仙女紅袋｣というタイト
ルで収録されているものである｡粗筋は次のようである｡
荏致遠は12歳で唐に渡り科挙に受かって後県尉になるが,いつも招賢
館-行って遊んでいた｡招賢館の前には双女境があり,或る目,程致遠が
詩を作ると突然侍女が現れ,双女項の主である人娘子と九娘子が程致遠の
詩に和して作った詩を持って来る｡詩を読んで感動した裡致遠が二人に会
おうと詩を作って送ると,間もなく美しい二人の女性が現れる｡もともと
彼女たちは金持ちの張氏の娘で,姉が18歳,妹が16歳になった年に父が
それぞれの結婚を決めてしまう｡しかし,彼女たちは従いたくなかったの
で悩んだあげく死んでしまった｡それで二人を一つの墓に入れて双女境に
したという｡三人は酒を飲み,詩を楽しみ,枕を並べ情を交わした｡夜明
けになると二人の女性は帰る時間になったと言い,詩を作って渡し姿を消
した｡荏敦遠は次の日,前夜のことを回想しながら双女境の周りを回り長
歌を作った｡その後埋致遠は新羅に帰って名勝を遊覧し,最後には伽耶山
海印寺に入ってしまった｡
この説話は南宋時の『六朝事迩編類』の中の｢双女墓｣が原話で,唐の
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35)
伝奇小説である『遊仙窟』から着想を得たと言われている｡特にこの説話
は魂交説話,再生説話であること,登場する人物たちの感情が漢詩で表現
されたことなどから,朝鮮時代の最初の小説とも言われる金時習の『金驚
新話』にも影響を与えたと思われる｡
以上で見た二つの説話の内容はまったく違うが,ひとつ共通する部分が
ある｡それは最後の部分で程致遠が伽耶山海印寺に入ってしまったことで
ある｡荏致遠が最終的に選択した場所としては『三国史記』から一貫して
伽耶山海印寺が登場する｡文献に残っているものでは｢不知所去｣または
｢不知所終｣になっているものが多いが,口碑説話の中には｢神仙になっ
3G)
た｣というものも多い｡ 『海東伝道録』には｢神仙になった｣人物として,
唐に留学し賓貢紳士にもなるが終南山に隠居し修行した金可紀,荏致遠は
勿論,金時習,洪裕孫,鄭希良,徐敬徳など何人か挙がっている｡理由は
様々だが,共通点は現実世界で満足な官職に就けなかったという点であ
る｡これは決して偶然ではないだろう｡
以上では｢賓貢｣, ｢賓貢科｣という用語を混ぜて使ってきたが実は暖味
な点がある用語である｡笹漆の文章にもやはりこの二つが混在している｡
しかし, ｢賓貢科｣という科目名の方はそれ以外の過去の文献には記載例
がない｡一方, ｢賓貢｣という語は,科挙の科目とは関係のない意味とし
てはかなりの頻度で使われている｡もしかすると｢郷貢進上｣はあった
が, ｢郷貢科｣がなかったように, ｢賓責科｣は存在せず,あったのは｢賓
貢進士｣だけだったかも知れない｡つまり,進士になる科挙としての科目
は中国人と共通だが,留学生の場合は中国人とは異なる基準から選ばれ,
｢賓貢進士｣という名で区別したのではないかと想像されるのである｡ ｢賓
貢科｣の存在を認めても認めなくても留学生を別扱いしたということには
変りないが,留学生が｢賓貢進士｣になる過程については,まだ不明な点
がある｡とにかく選ぶ基準が中国人と違ったとしたら与える官職に制限が
あるのは当然ではなかろうか｡
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｢賓貢進士｣にしたとしても卑官や冗官にしかさせなかった唐において
｢賓貢進士｣は,どのような意味があったのだろうか｡当時,唐政府は数
多い留学生を受け入れている｡特に新羅の留学生に対しては,新羅政府が
37)
書籍代を支給し,唐政府が留学生入唐後10年間の衣糧を提供した｡新羅
から唐に送られる留学生の数は1回で2人から最大7-8人だが,多い時
は20人にも達し,毎年の累積学生数は100人から200人に及んだのでは
.1jH)
ないかという｡当時の渡唐留学生は新羅からだけではなくあらゆるところ
から集まったはずなので,長安に留まっている海外留学生はかなりの数に
上ったに違いない｡文聖王2年(840),唐の文宗が鴻腺寺に命じ,新羅の
39)
人質や年満になった学生105人を帰国させたという記録の｢年満｣は, 10
年を意味しているのである｡文宗が留学生の範囲を決め,帰らせるように
したということは,もしかしたら立身出世の道を求め唐に渡ったが定めら
れた滞在期限の10年を超えても科挙に合格できず,帰国しない留学生が
増えていた実状を意味するのではなかろうか｡またそれに対する唐政府と
4())
しての負担をも反映しているのではなかろうか｡
｢賓貢進士｣についての唐の立場がうかがえる資料としては次のような
記録がある｡ 『高麗史』巻九十二｢荏彦損列伝｣に,崖彦損が唐に渡り,
科挙に及第するが,その年に潮海の宰相である烏煩度の息子の烏光賛も及
第する｡すると烏燭度が自分の息子の名前が程彦損の下にあることについ
て皇帝に不満を言う｡昔自分の場合は,新羅の李同の上にあったから,息
子の名前を程彦損の上にしてはしいとの事であった｡しかし,それに対し
41)
て皇帝は,荏彦損の学が上だからといって退けたという｡面白いのは,伝
煩度の主張の根拠である｡昔自分が李同の上だったという事実を根拠にし
ているというのは外国人向けの科挙においての順位は,実力によるもので
はないと認識していることを意味する｡それに潮海の宰相である烏畑度が
皇帝に表をもって自分の息子だけのために不満を言ったとは思われない｡
もしかしたら,唐の科挙における外国人及第者の名前の順位は,個人のこ
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とではなく,唐におけるその国の順位によるものであったのではなかろう
か｡烏燭度の抗議は唐における潮海の序列についてのことだったのではな
いかということである｡この事件については,唐における潮海と新羅の席
4Z)
次争いであったという解析がなされている｡想像を膨らませると国ごとに
及第者の枠も決まっていたという推測も可能である｡
以上は唐に留学した人たちに対する唐政府の扱い方だが,唐に渡った使
者や宿衛者が死ぬと,手厚い対応をしていた記録も残っている｡王族で
あった金仁間が唐で亡くなった時(694)の措置については前述べた通りだ
が,それ以外にも開元7年(719),新羅の遣唐使が亡くなったので大僕卿
43)
に追贈し,絹百疋を与えた｡開元23年(735)にも,新羅から唐に渡った宿
44)
衛だと思われる金相が死んで皇帝が哀悼し,衛尉卿に追贈した｡天宝8年
(749)には,いよいよこのような事態についての一般的な基準を設けるよ
45)
うになる｡日本の井真成が亡くなった734年は丁度このような体制が次第
に完備されつつある途中であったことが分かる｡
当時規模の差はあるが,唐と新羅のような関係を持っていた周辺諸国は
多い｡唐政府の立場から言えば宿衛にせよ留学生にせよさまざまな意味で
相当な負担になったはずである｡それにもかかわらず周辺諸国の要請に応
じたのは,トラブルなしに大きな国を維持するためには周りの国と融和
し,宗主国として君臨することが大事だった外交政策の一環であったと思
われる｡
4.おわりに
7 ･ 8世紀,東アジアにおいての唐の影響力は想像をはるかに超える程
度のものであっただろう｡東アジアには多くの国があり,国家としての基
盤作りから学問は勿論,築城の様式から服装,音楽に至るまであらゆる所
に唐の文化が取り入れられた｡知識人は唐へ留学して唐の文章を勉強し,
科挙を受け唐で官吏になることを夢見た｡唐はそのような欲望を満たしな
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がら諸国の上に君臨したのである｡
しかし,朝鮮半島では7世紀半ばから徐々に,唐を牽制しながら実利を
追求する動きが始まる｡同じく大和朝廷も7世紀末から国号を｢日本｣に
変えて近隣の国に知らせるとともに,平城京を築造するなど,国家として
の体制整備に入る｡まさに大きな転換期だったに違いない｡新羅において
も大和朝廷においてもこの時期から中国の存在の意味が変わったことが認
められる｡その後,朝鮮半島では高麗時代になってからも程度の差はある
が中国との密接な関係は相変わらず続く｡しかし,日本は894年の後から
中国と接する公式的なルートを無くしたようである｡
筆者が寡聞なため自信はないが,もしかしたら朝鮮半島と日本の文化的
な違いはここからではないか｡あえて推測してみるが憶測にすぎないだろ
うか｡とにかく朝鮮時代の文学を扱う立場からいうと,例えば『醇仁貴
伝』一つにしても中国の帝仁貴故事との関連を考慮しながら扱わなければ
ならないことが分かった｡
統一新羅のこの時代に関する研究は, 『三国史記』 『三国遺事』等,高麗
時代及び朝鮮時代の歴史書を中心にする時期を経て,最近ではさまざまな
分野の記述物や中国の文献と比べ合わせながら論議をするようになった｡
それは好ましい傾向と思われる｡なぜなら,そこには言葉では語られてい
ない何かが示されているかも知れないからである｡
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